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残酷と非関与──ヴラジーミル・ナボコフの短篇小説の場合
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Vladimir Nabokov seems to be an author who puts the universal values of his works above 
all else, transcending the historical background and the social situation, but it is also certain 
that we can fi nd in many of his works certain awareness of the political situation of the time. The 
attitude of the narrator in each of his works is characterised by his attempt to perceive life itself, 
whether  it is his own life or the life of others, with extreme equanimity. Instead of resentment 
at the irrationality of people being trampled and victimised by power structures, there is con-
sistency in the narrator’s implicit refusal to reconcile with the external world and willingness to 
distance himself from there, with an undercurrent of care and concern. In the short story “Con-
versation Piece, 1945” (1945), there is a rare scene in which a rejection is explicitly expressed, 
whereas in the novel Pnin (1957), the distancing can be seen as substituted by willful forgetting.
Whether they call him indifferent or unsympathetic, Nabokov’s originality, strength and 
dignity as a literary artist lied in the fact that he did not expect others to sympathise with him, 
and, on the other hand, he did not compromise with others to meet their expectations. However, 
we must be cautious about using the word cruelty to refer to such traits. For what is truly cruel 































































































































































































































































































うな） ゴルプコフ将軍という名の登場人物に置き換えられている。ゴルプコフは、初代議長 30） が毒
殺されたと噂され、第二代議長 31）  が誘拐されたあと密かに殺害されたと信じられているロシア全軍
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返るとともに、その理由についても踏み込んで語ろうとするのである。「ひとがみずからに誠実であ
るならば、ミーラの死のような事態が可能となる世界で、良心が、またそれゆえに意識が存続でき





















































 1） Karlinsky 2001: 238. Cf. Rorty 1989:158, n. 21. 
 2） Tatyana A. Kuzminskaya, Tolstoy as I Knew Him: My Life at Home and at Yasnaya Polyana, introduction by 
Professor Ernest J. Simmons (New York: The Macmillan Co., 1948).  
 3） Karlinsky 2001: 236-37. 
 4） この時期、ウィルソンはナボコフにたいして、フォークナーの長篇小説『八月の光』（１９３２年、Light in  August）
を読んでみるようたびたび慫慂していた。ナボコフは、実際に、ウィルソンから送られた『八月の光』を読んだ
が、「陳腐で退屈なジャンルのもっとも陳腐で退屈な例のひとつ」であるという感想を抱いたにすぎなかった。
Karlinsky 2001: 240. 
 5） Karlinsky 2001: 240-41.  
 6） Karlinsky 2001: 235-36. １９３０年代後半にヤースナヤ・ポリャーナのトルストイ博物館の職員であったミハイー
ル・コリャコフが『アトランティック・マンスリー』誌に寄稿した記事で、ソヴィエト政府が文学研究と博物館運
営に加えた圧力と干渉の実情を知ったウィルソンは、その記事を読むようナボコフに勧めた。 
 7） Karlinsky 2001: 220. 
 8） Karlinsky 2001: 221. 
 9） Karlinsky 2001: 222. 本来は、医師、弁護士、科学者など、あらゆる階級、職業のひとを包含していたはずの
インテリゲンツィヤという語は、アメリカの知識人たちによって用いられる場合、前衛的な文学者や藝術家を限
定的に指し示していることが普通だとナボコフは指摘している。 
 10） Karlinsky 2001: 223. 
 11） Vladimir Nabokov, Invitation to a Beheading, translated by Dmitri Nabokov in collaboration with the 
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 12） Nabokov 1989 (1): 3. 
 13） Cf. Johnson 1997: 120. 
 14） Vladimir Nabokov, Bend Sinister (1947; New York: Vintage International, 1990). この作品については他のと
ころで論じた。鈴木聡「円と悪夢──ヴラジーミル・ナボコフの『ベンド・シニスター』」、『東京外国語大学論集』
第６８号（２００４年）。 




 16） Nabokov 2002: 436. 『断頭台への招待』では、寓意的に表象されていた不安や恐怖が、１９３０年代後半の
ベルリーンで、次第に現実性を増しつつあったことが示唆されているとする読みかたもできるだろう。 
 17） Vladimir Nabokov, “The Leonardo” in Nabokov 2002: 358-67. ロシア語版の標題は “Королёк” で、『最新
消息』（Последние новости）誌に発表された。ドミートリイ・ナボコフと作者自身による英語訳は短篇小説集『ロ
シア美人とその他の短篇小説』（Vladimir Nabokov, Russian Beauty and Other Stories, translated by Dmitri 
Nabokov in collaboration with the author [New York: McGraw-Hill Book Company, 1973]）に収録された。 
 18） Vladimir Nabokov, “Tyrants Destroyed” in Nabokov 2002: 438-60. ロシア語版の標題は “Истребление 
тиранов” で、『ロシア雑記』誌に発表された。ドミートリイ・ナボコフと作者自身による英語訳は、最初ロシ
ア語で執筆した十二篇の短編小説と最初から英語で執筆した「ヴェイン姉妹」（１９５１年、１９５９年、“The 
Vane Sisters”）を含む短篇小説集『独裁者殺しとその他の短篇小説』（Vladimir Nabokov, Tyrants Destroyed 
and Other Stories, translated by Dmitri Nabokov in collaboration with the author [New York: McGraw-Hill 
Book Company, 1975]）に収録された。 
 19） Vladimir Nabokov, “Lik” in Nabokov 2002: 461-79. ロシア語版の標題は “Лик” で、『ロシア雑記』誌に発表
された。ドミートリイ・ナボコフと作者自身による英語訳は、短篇小説集『独裁者殺しとその他の短篇小説』
に収録された。 
 20） Vladimir Nabokov, “The Assistant Producer” in Nabokov 2002: 546-59. 引用箇所は括弧内のページ番号に
よって示すこととする。この作品は『アトランティック・マンスリー』誌１９４３年五月号に掲載されたのち、短
篇小説集『九つの短篇小説』（Vladimir Nabokov, Nine Stories [New York: New Directions, 1947 ]）、短篇
小説集『ナボコフの一ダース』（Vladimir Nabokov, Nabokov’s Dozen [Garden City, New York: Doubleday 
and Company, 1958]）と、作品集『ナボコフ集成』（Vladimir Nabokov, Nabokov’s Congeries, selected with 
the author’s collaboration and with a critical introduction by Page Stegner [New York: The Viking Press, 
1968]）に収録された。 




に発言していた。Nabokov 1990 (2):156. その後、短篇小説集『独裁者殺しとその他の短篇小説』に寄せた自
作解説では、多少修正が加わる。「独裁者殺し」に関して、「ヒトラー、レーニン、スターリンは、この短篇小
説で私が描いた独裁者の王座を争奪し──『ベンド・シニスター』（１９４７年）のなかで今度は五匹目の蟾蜍
に出会う。かくしてその撃滅は完結する」と述べられているのである。Nabokov 1975: 2; Nabokov 2002: 661.  
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の世界」のために死ぬつもりだというのである。Nabokov 2002: 453. 
 25） 自分は「生の外縁」で生きることを宿命付けられているとリークは考える。「死が真の現実への出口を与えてく





の銃で自殺を遂げる。Nabokov 2002: 475-79. 
 27） Caulton 2013: 29-30. 
 28） １８８４年生、１９４０年歿。本文中にもある通り、オペラ歌手ではなく──「オペラではなく、『カヴァレリア・
ルスティカーナ』でさえなく」（Nabokov 2002: 546）──民謡など大衆的楽曲をレパートリーとする歌手であった。
Cf. Boyd 1990: 261, 494; Barabtarlo 1995: 105-06. 
 29） Jordan 2016: 102. 
 30） 史実に従うならば、男爵ピョートル・ニコラーエヴィチ・ヴラーンゲリ騎兵大将。 






トチェンコの姿を見た者は誰もいないとされる。Nabokov 2002: 554-55. 
 33） Cf. Mazierska 2011: 169. 
 34） Cf. Mazierska 2011: 166, 169. 
 35） ゴルプコフのモデルであるスコブリンの逃亡先は、スペインであったとする説があるが、「アシスタント・プロ
デューサー」の語り手は、ゴルプコフがドイツのスパイ学校で職を得たものと想像する。Nabokov 2002: 559. 
 36） Vladimir Nabokov, “Conversation Piece, 1945” in Nabokov 2002: 587-97. 引用箇所は括弧内のページ番号に
よって示すこととする。初出時の表題は “Double Talk” （「空談」）であった （『ニュー・ヨーカー』誌１９４５年
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七月二十三日号に掲載）。その後、初出時と同じ表題で短篇小説集『九つの短篇小説』に収録され、改題後、
短篇小説集『ナボコフの一ダース』に再録された。 
 37） エドガー・アラン・ポウの短篇小説「ウィリアム・ウィルソン」（１８３９年、“William Wilson”）から借りられた
設定ではないかと思われる。「団欒図、１９４５年」の語り手が被った迷惑はさほど深刻なものではなく、例と
して挙げられるのは、借りた覚えのない『シオン賢者の議定書』の返却を図書館から請求されたことである。 






 41） その後さらに、彼はピアノの演奏を請われて、アメリカ合衆国国歌「星条旗」を弾く。Nabokov 2002: 595. 
 42） 三人の統治者が、反ユダヤ主義的政策の点で共通していることが念頭にあるものと察せられる。 







Nabokov 1989 (4): 135. 
 46） Karlinsky 2001: 173-74; Boyd 1991: 88-89. 
 47） 『プニン』の随所で主人公が目撃する栗鼠が典型的な例となっているように、他の作品においてもしばしば小
動物が登場する理由について考えてみたほうがよいと思われる。 
 48） Rorty 1989: 141-68. 
 49） Vladimir Nabokov, The Annotated Lolita, ed. Alfred Appel, Jr. (1970; rev. ed., New York: Vintage Books, 
1991). この作品については他のところで論じた。鈴木聡「苦痛と呪縛──ヴラジーミル・ナボコフの『ロリータ』」、
『東京外国語大学論集』第６７号（２００４年）。 
 50） Vladimir Nabokov, Pale Fire (1962; New York: Vintage International, 1989). この作品については他のところ
で論じた。鈴木聡「鏡と影──ヴラジーミル・ナボコフの『青白い炎』」、『東京外国語大学論集』第７２号（２
００７年）。 
 51） Rorty 1989: 141-68. 
 52） De La Durantaye 2006: 301-02; De La Durantaye 2007: 21-22, 30. 厳密にいえば、各論者は、冷笑主義、無
関心、「嫌忌する能力」、サディズムなどという多彩な語を用いているのだが、それらが一括して残酷さという
一語に纏められているのである。 
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 54）  Nabokov 1990 (2): 19. Cf. De La Durantaye 2007: 31. 
 55）  別のインタヴュー（１９６６年九月、ハーバート・ゴウルドによって行なわれたもの）でナボコフが、ミゲル・デ・
セルバンテスの長篇小説『ドン・キホーテ』（１６０９年、１６１５年、El ingenioso hidalgo Don Quixote de la 
Mancha [1609]; Segunda parte del ingenioso caballero Don Quixote de la Mancha [1615]）について、「残酷
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